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会議録 

会議の名称  社会教育委員の会議（９月定例会） 

開 催 日 時 令和４年９月30日（金）午後２時から午後４時まで 

開 催 場 所 田無第二庁舎３階会議室 

出 席 者 

委 員：川原議長、小松副議長、伊尻委員、勝野委員、河野委員、坂内委員、菅野委員 

攝賀委員、高橋委員、長谷川委員、松本委員、宮本委員 

事務局：吉田社会教育課長、神保社会教育係長、齋藤主事（社会教育主事）、野田主事 

議 題 （１）提言について 

配 付 資 料  

記 録 方 法 □全文記録 □発言者の発言内容ごとの要点記録 ■会議内容の要点記録 

会議内容  

●研修 

 研修を実施 

 テーマ：人材育成について～西東京市の今～ 

 講師：小松副議長、河野委員、長谷川委員、松本委員 

 

●議題について 

 

議題（１） 提言について 

〇事務局：前回の会議で、「章立て案」の検討をいただいた。検討の結果、正副議長と事務局一任で修

正したものが今回参考資料２としてお示ししたものになる。今回の会議では、章立ての整理

案を検討し、章立てを確定いただきたい。 

 

〇議 長：前回の会議の際にご意見いただいた「章立て案」について事務局と正副議長で調整をしたも

のを今回配布させていただいた。この章立て案は、文章を書いていく中で若干の修正は生じ

る可能性があることを含めた上で、ご検討いただきたい。 

今回の章立ての整理案について意見等あるか。 

 

〇委 員：何のために提言するのかという点は前回の会議でも議題に挙がった。何を提言するのか、誰

に提言するのかをしっかりと持った上で、提言をしていきたいと考える。 

 

〇議 長：ご指摘いただいた点について重要なご教示をいただいた。今後、具体的な検討に入るところ

で目指す方向性を検討していくことになるが、ご提案いただいた点を含めて進めさせていき

たい。 

 

〇委 員：章立ての整理案の「１.はじめに」と、「２.現状と目指す像(方向性)」となっているが、何

のために、何を提言するのかという点を考えると、「１.はじめに」の中で、ある程度、現状

や課題、社会動向も簡潔に説明をし、提言を作り上げた理由が分かりやすいとよいと考え

る。その内容を「２.現状と目指す像(方向性)」で詳しく説明していくとよいのではないか。 
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また、スケジュールを見ると、時間が足りないことが分かるので、委員全員が少しでも早め

に仕上げていく努力をしていく必要があるのではないか。 

 

〇議 長：「２.現状と課題」の概要を「１.はじめに」で触れ、「２.現状と課題」で詳細に述べてい

くような流れになるかと思う。 

また、この提言は今期でまとめていく必要があるため、委員全員でスケジュールを意識しな

がら、まとめていければ良いと考える。役割分担は各委員がお持ちのバックグラウンドが異

なるので、それぞれのバックグラウンドを踏まえつつ執筆分担も検討を進めていきたい。 

 

〇委 員：先程の研修を踏まえ引き継いでくれる方がいないことが課題であるように思う。そのような

課題を丁寧に集め、文章でまとめることが今後必要になると考える。研修内で説明いただい

た人材育成のポイントも活かしながらまとめていければ良いと考える。 

 

〇議 長：他に意見や修正点等あるか。 

 

〇委 員：提言のため理想論を述べることが大切であると考える。それができるかできないかは、行政

も含めて、検討していくことなので、西東京市にとってこうあってほしい、自分はこのよう

なまちづくりに参画したいという気持ちを乗せて提言していくことが大切である。 

議論の方法は、例えばグループを作った方が良いなどの提案があれば、ぜひお願いしたい。 

 

〇議 長：今後、各章ごとに内容の検討を行うことになると思う。 

こちらの整理案で確定してよろしければ、今後の進め方を検討していきたいがよろしいか。 

 

一同同意 

 

〇議 長：章立ての整理案はこちらで確定とする。 

１章、２章について全員で検討するか、グループに分けて検討し、最後にまとめていくかに

ついては、次回の会議の際に提案させていただく方向でよろしいか。 

 

〇委 員：次回の１章、２章の検討までには、ある程度グループで集まるなり、検討できていた方が良

いのではないか。 

 

〇委 員：前回の提言の際には、各章ごとに皆さんのご意見を集め、まとめていく方法をとった。各委

員がやりやすいような方法で進められれば良いと考える。 

また、この会議は社会教育委員の会議なので、社会教育行政や社会教育の立場から述べると

いうことは必要であると考える。 

 

〇事務局：先程、委員から「時間が足りない」旨のご発言があったが、今回お示ししたスケジュール

は、令和４年５月定例会で配布したスケジュール案を修正したものである。 

今回、章立て案を確定したので、10月以降から執筆分担や、各章について内容検討をし、12

月までに各章の検討を終え、１月から５月で具体的に文章化をし、細かい言い回しについて

も整えていく。６月に提言の提出をしていただきたい。 

 

〇議 長：10月定例会では１章、２章に関して、これを入れて欲しいという想いを、出していただきた

い。それを今後まとめて文章化をしていくことになる。10月定例会までに１章、２章の内容

に関する意見を事前にご準備いただければと思う。 

あわせて執筆分担等も検討させていただく流れで進めさせていただきたい。 

 

一同同意 
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その他 

次回会議について 

令和４年10月28日（金）午後２時 

場所 田無第二庁舎 ３階会議室 

         

 


